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 将来の人口の減少の推移から一億総活躍社会の実現が重要
 健康維持（健康寿命）が重要 今後は健康労働寿命の延伸
 元気で活力に満ちた身体をつくる食生活が重要
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日本における高齢化の推移と将来推移

３つの要点
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9.17年8.67年
8.86年 9.13年

9.02年

平均寿命、健康寿命ともに同程度伸びていることから介護が必要な期間はほとんど短縮していない。

12.28年 12.90年 12.63年 12.68年
12.4年

（2001年） （2004年） （2007年） （2010年） （2013年） （2001年） （2004年） （2007年） （2010年） （2013年）

健康寿命と平均寿命の推移

平均・健康寿命は日本一の長野県（男女）

長野県： の消費量が日本一

（機能性食品因子）

野菜・果物
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機能性食品は栄養素と医薬品の中間的存在
その成分はポリフェノールなどの非栄養性機能物質

栄養不良

栄養十分

栄養不足

健康

生活の乱れ

機能性食品

半健康 病気

治療薬

栄養素（タンパク質, 糖質, 脂質, ミネラル, ビタミン）はどんなに健康な人でも、健康を維持する
ために、所定量を毎日摂取すべきもの。摂取不足だと栄養欠乏症になる。

日本から世界へ発信

未病

未病≒恒常性の維持
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トクホ第１号：
アレルギー低減化米
とその効果

Nature (1993)

特定保健用食品＜トクホ＞は
消費者庁から生活習慣病の
「一次予防」に役立つと
認められた食品です

1226品目
（平成28年2月2日現在）

一般食品

保健機能食品

特定保健用食品特定保健用食品

機能性表示食品

栄養機能食品栄養機能食品

＊機能性の表示ができない

＊機能性の表示ができる

平成28年4月1日スタート：受理件数220件（平成28年2月22日現在）

食品

わが国では“機能性食品”に再び関心科学的エビデンスが必須

食品に含まれる 成分は、
機能がある

平成28年4月より
知財・特許申請が可能に
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地域資源：次世代農林水産業創造技術

農政改革と一体的に、革新的生産システム、新たな育種・植物保護、新機能開
拓を実現し、新規就農者、農業・農村の所得の増大に寄与。
併せて、生活の質（QOL）の向上、関連産業の拡大、世界的食糧問題に貢献。

（1）農業のスマート化を実現する革新的な生産システム
• 高品質・省力化を同時に達成する生産システム
• 収量や成分を自在にコントロールできる太陽光型植物工場

（2）画期的な商品の提供を実現する新たな育種・植物保護技術
• 新たな育種体系の確立
• 持続可能な農業生産のための新たな植物保護技術の開発

（3）新たな機能の開拓による未来需要創出技術
• 次世代機能性農林水産物・食品の開発
• 林水未利用資源の高度利用技術の開発

“次世代機能性因子の発見”が必須 攻める農業

「健康な身体と精神」を支える食品

高齢化社会＋労働人口減少

農林水産物
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次世代機能性食品の開発

子供

中年

柑橘香
(R)‐(‐)‐リナロール
(S)‐(‐)‐リナロール

β‐クリプト
キサンチン

EPA, α‐リポ酸

ミネラル
( Fe, Ca, Mg, Zn, P)

ポリフェノール
（フラボノール, カテキン,
リグナン, クロロゲン酸）

電解水素水

多糖
（フコイダン, アルギン酸）

ハーブ、杜仲茶

桑葉

自然薯 （ムカゴ）

食品因子
科学的
エビデンス
の実証

 ストレス

 認知

 感覚応答

脳機能

細胞・身体機能

 筋肉・骨

 免疫増強・

 消化・吸収

 糖・脂質代謝

メタボ機能

生体応答

高齢者

若年女性

抗メタボに加え、脳機能および細胞・身体機能改善のための“Quality of Life (QOL)”を対象とした
次世代機能性食品を開発する。とくに個人個人のQOLの向上のための農林水産物を国民に提供する

抗アレルギー

ヒト介入試験

商
品
開
発
・
提
供
・
食
育

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
・
提
供

農林水産物
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I I  身体ロコモーション機能維持

III 食と運動・スポーツによる相乗効果
農林水産物・食品による脳機能活性化の科学的
ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ獲得と、次世代機能性を有する農林水産物

を用いた食品の開発

IV ホメオスタシス維持機能

評価手法の開発

I 脳機能活性化

z
z
z

z
z
z

ストレス
感覚刺激 脳

末梢
腸内細菌

感知・認知

消化管

脳 腸

脂肪

肝臓
膵臓

筋肉

皮膚、脾臓

中枢・末梢

酸化ストレス 増
生体内異物 増

生体内異物
産生抑制能↑
排除能↑
産生量↓

生体内異物
産生抑制能↓
排除能↓
産生量↑

ホメオスタシス
維持

疾病
ｱﾙﾂﾊｲﾏｰなど

次世代機能性（脳機能又は
身体ロコモーショ ン機能を改善

する性質）を有する農林水

産物・食品

10品以上
開発

農林水産物・食品による身体ロコモーショ ンン機能改善の科学
的ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ獲得と、次世代機能性を有する農林水産物を用いた
食品の開発

次世代機能性を有する農林水産物・食品の摂取や、
運動との相乗効果をスポーツクラブ等において、簡易
的に測定する装置の開発と人での有効性の検証

次世代機能性を有する農林
水産物・食品が脳機能活性
化、身体ロコモ機能改善に
及ぼす効果が、運動により
相乗的に効果が増進される
ことの検証、食事レシピ、運
動プログラムの開発

時間栄養学
栄養摂取の
ﾀｲﾐﾝｸﾞ

時間運動学
運動のﾀｲﾐﾝｸﾞ

最適なﾀｲﾐﾝｸﾞの解明
食事ﾒﾆｭｰ

運動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発

産生量

抑制能 排除能

【評価ｼｽﾃﾑ】

正常

ＳＩＰ（戦略的イノベーション創造プログラム） 次世代農林水産業創造技術

「次世代機能性農林水産物・食品の開発」 初年度５億円（～５年間）

代表研究機関：東京大学
研究機関：神奈川科学技術ｱｶﾃﾞﾐｰ、長寿医療研、酒類総研、

琉球大、芝浦工大、畜草研、新潟大 他２５機関
協力機関：食品関連企業など 約３０社

代表研究機関：京都大学
研究機関：東京大、同志社大、奈良女子大、京都府立大、静岡県立大、名古屋大、

立命館大、徳島大、京都医療ｾﾝﾀｰ、愛媛大 他７機関
協力機関：食品関連企業など 約１０社

代表研究機関：早稲田大学
協力機関：４社

代表研究機関：自然免疫制御技術研究組合
研究機関：浜松ホトニクス、長寿医療研、愛知学院大、千葉大、香川大、

新潟薬科大、産総研、食総研、東京大、帝京平成大 他４機関
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応用・開発研究

コンソーシアム

中課題

小課題

研究機関・研究者

参画企業

I・脳機能
阿部/三坂

１５

５０

31・85

３０ １２

３

１６２４ １０

９ ３

17・28 13・381・35

４ ２

II・身体ロコ
モーション
森谷/佐藤

III・スポーツ
柴田/熊野

IV・評価技術
杣/稲川

基礎研究

阿部サブプログラムディレクター（総括）
山野井戦略コーディネーター

農林水産省（農研機構）・文科省（スポーツ庁）・経済産業省・国税庁
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